
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～調査結果   
横浜市では、⾼齢者が地域や職場でいきいきと活躍できるよう取組を推進しています。 
そこで、市⺠のみなさまの意識や企業のお考えをお聞きし、今後の施策を進める上での基礎資料とす

るため、アンケート調査を実施しました。このたび、結果がまとまりましたので、お知らせします。 
  

■調査の概要■  
調 査 期 間：平成 27 年 10 ⽉ 1 ⽇〜10 ⽉ 21 ⽇ 
調 査 ⽅ 法：郵送配布・郵送回収 

 
 (1)元気で輝く⾼齢期を迎えるための意識調査 
  調 査 対 象：横浜市内に居住する 55 歳から 65 歳の⽅ 3,000 ⼈（住⺠基本台帳より無作為抽出） 
  調 査 項 ⽬：現在の働き⽅、今後希望する働き⽅、地域活動・ボランティアについて 等 
  回 収 結 果：1,449 票（回収率 48.3%） 
 

(2)シニア層の活⽤に関する企業調査 
  調 査 対 象：横浜市内企業 1,000 社（本市保有企業情報より無作為抽出） 
  調 査 項 ⽬：⾼齢者雇⽤の状況と今後の動向、⾼齢者雇⽤に期待することや課題 等 
  回 収 結 果：397 票（回収率 39.7%） 
 

■調査結果の概要■    

 
○ ⾼齢者は何歳以上だと思うかという設問については、全体の約７割が「70 歳以上」と回答しました。 

 
○ 男⼥ともに約 9 割に働く意向（ボランティア含む）があり、就労意向は⾼いことがわかりました。 

 
○ 働きたいと考える理由は「⽣活費を得たいから」「⾃由に使えるお⾦がほしいから」に続き、「健 

康に良いから」「⽣きがいを得られるから」がほぼ同程度の回答でした。 
  
 ◇ ⾼齢者の雇⽤を拡⼤していきたいという意向のある企業は全体の約７割となっていますが、そのう

ち、拡⼤意向はあるものの課題があり難しいと回答した企業が約３割ありました。 
 

○◇企業が⾼齢者に提供できる仕事内容は「経理、調査・集計、パソコン等の⼊⼒事務」が最も多く、 
⾼齢者の希望に合う結果となりました。⼀⽅、「清掃、袋詰めなどの作業」は企業では２番⽬の回
答でしたが、⾼齢者の希望では７番⽬と低くなっています。 
 

◇ 企業が⾼齢者を雇⽤するために必要な⽀援は、「賃⾦の助成」に続いて、「⼈材の紹介など⾼齢者 
とのマッチングの場の提供」や「雇⽤に関するノウハウの提供」となっています。 

 
※ 調査結果は、下記ホームページからご覧いただけます。 

（掲載 URL http://www.city.yokohama.lg.jp/seisaku/seisaku/senior27/koukai.html） 
 

お問合せ先 

政策局政策課 担当課長 松嵜 尚紀 Tel 045-671-3203 

 
【別添参考資料あり】 

平成 28 年３月 25 日 
政 策 局 政 策 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

元気で輝く⾼齢期を迎えるための意識調査 
シ ニ ア 層 の 活 ⽤ に 関 す る 企 業 調 査 結果がまとまりました。 

○：元気で輝く⾼齢期を迎えるための意識調査 
◇：シニア層の活⽤に関する企業調査 ※マークの⾒⽅… 

－調査結果は、今後の施策を進める上での基礎資料として活⽤していきます－ 



 

【元気で輝く高齢期を迎えるための意識調査（個人調査）】＜抜粋＞ 

 調査対象：横浜市内に居住する 55 歳から 65 歳の方 3,000 人 

 回収結果：1,449 票（回収率 48.3%） 

 

問．あなたは、高齢者とは何歳以上だと思いますか。（１つに○）

N=1449 3.5 14.5 45.9 17.8 8.4
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0.3
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

６０歳以上 ６５歳以上 ７０歳以上 ７５歳以上

８０歳以上 ８５歳以上 その他 年齢では判断できない

分からない 無回答

 
 

・ 「70 歳以上」、「75 歳以上」、「80 歳以上」、「85 歳以上」と回答した人の合計が約７割となっています。 

・ 女性 65 歳では、「年齢では判断できない」という回答が 36％と多くなっています。（クロス集計） 

 

 

問．現在の働き方についてご回答ください。（１つに○） 

N =1449 32.2 10.6 19.7 8.5
0.1

0.2

0.8

2.0

24.5 1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 契約・派遣社員( 委託員含む） パート・アルバイト
自営業・自由業・家族従業員 内職 シルバー人材センターで就労
ボランティア その他 働いていない
無回答

 

・ 全体の約７割の方が、現在、働いており（ボランティア含む）、正社員・正規職員が約３割、次いで

パート・アルバイトが約２割と続いています。 

・ 60 歳以上の女性は「働いていない」という回答が４割以上と多くなっています。（クロス集計） 

 

 

問．「現在、働いている」とお答え頂いた方にお聞きします。 

今後希望する働き方があればご回答ください。（１つに○） 

N =1073 37.1 10.3 25.4 9.2 2.2

0.6

2.4

3.2 6.0 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

正社員・正規職員 契約・派遣社員（委託員含む） パート・アルバイト
自営業・自由業・家族従業員 起業 内職
シルバー人材センター ボランティア 働く意向はない
無回答

 

・ 約９割の方が働く意向（ボランティア含む）があり、就労意向は高いことがわかりました。 

・ 男性の約５割が正社員・正規職員を希望しているのに対して、女性は約４割がパート・アルバイトを

希望しています。（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果から 

参 考 資 料 



 

  

問．「今後も仕事をしたい」とお答え頂いた方にお聞きします。 

今後も仕事をしたいと考える理由をご回答ください。（最大３つに○） 

N = 971

　　％

仕事が好きだから

生きがいが得られるから

生活費を得たいから

自由に使えるお金がほしいから

不測の事態に備えるため

健康に良いから

仕事を通じて友人、仲間を得る
ことができるから

仕事を通じて社会に貢献すべきと思うから

他にやることがないから

周囲の人が働いているから

人手不足や後継者が不足のため、
辞められないから

その他

わからない

無回答
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・ 「生活費を得たいから」、「自由に使えるお金がほしいから」に続き、「健康に良いから」「生きがいを

得られるから」がほぼ同程度の回答でした。 

・ 男女ともに 65 歳では、「健康に良いから」という理由が多くなっています。（クロス集計） 

 

問．今後希望する仕事内容についてご回答ください。（あてはまるもの全てに○） 

N = 971 　　％

経理、調査・集計、パソコン等の入力事務

施設・駐車場などの管理

販売、営業、集金、配達などの接客

清掃、袋詰め、運搬、配膳などの作業

介護、家事、子守、送迎などのサービス

翻訳、学習指導など技術をいかした仕事

法務、企業会計、経営企画、生産管理など
専門的な知識を要する仕事

ペンキ塗り、ふすまの張替、庭木の剪定など
技術的な仕事

趣味や特技を活かして地域活動に参画

その他

無回答
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・ 「経理、調査・集計、パソコン等の入力事務」が最も多く、「趣味や特技を活かして地域活動に参画」  

が２番目となっています。 



 

  

【シニア層の活用に関する企業調査】＜抜粋＞ 

調査対象：横浜市内企業 1,000 社 

 回収結果：397 票（回収率 39.7%） 

 
問．高齢者（定年年齢以上）の雇用（派遣、請負等含む）について、現在の状況と今後の動向について 

ご回答ください。（１つに○） 

N =397 36.0 21.4 21.4 4.3 5.0 10.8 1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現在も雇用しており、今後も雇用を拡大の

意向はあるものの、課題があり難しい

現在は雇用していないが、今後は

雇用を拡大していきたい
現在は雇用しておらず、今後は雇用を拡大の

意向はあるものの、課題があり難しい

現在は雇用しているが、今後は

雇用を拡大の意向はない

現在も雇用しており、今後も

雇用を拡大していきたい

現在も雇用しておらず、今後も

雇用を拡大の意向はない

無回答
 

    

・ 高齢者の雇用を拡大していきたいという意向のある企業は全体の約７割となっていますが、そのう

ち、拡大意向はあるものの課題があり難しいと回答した企業が約３割ありました。 

・ 従業員人数が 300 人以上の企業では、高齢者の雇用を拡大していきたいという意向が５割以上となっ

ています。（クロス集計） 

 

 
問．「現在、高齢者を雇用している」又は「今後拡大する意向がある」とお答え頂いた方にお聞きします。 

高齢者を雇用（派遣、請負等含む）する場合に、提供できる仕事内容についてご回答ください。 

（あてはまるもの全てに○）       

N = 350

%
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24.3

28.6
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8.6
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経理、調査・集計、パソコン入力などの事務

販売、営業、集金、配達などの接客

清掃、袋詰め、運搬、配膳などの作業

施設・駐輪場などの管理

翻訳、学習指導など技術をいかした仕事

ペンキ塗り、ふすまの張替、庭木の剪定な

介護、家事、子守、送迎などのサービス

法務、企業会計、経営企画、生産管理など

専門的な知識を要する仕事

その他

無回答

 

・ 「経理、調査・集計、パソコン等の入力事務」が最も多く、高齢者の希望に合う結果となりました。 

・ 一方、「清掃、袋詰めなどの作業」は企業では２番目の回答でしたが、高齢者の希望では７番目と低

くなっています。 

 

 



 

  

問．高齢者を雇用（派遣、請負等含む）するために必要な公的援助についてご回答ください。 

  （あてはまるもの全てに○） 

N = 397

19.4

7.3

20.2

9.1

5.0

54.9

1.0

23.2

2.8
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無回答

その他

能力開発費用の助成

高齢者向けの仕事の切り分け方

などの情報提供

雇用に関するノウハウの提供

（配置・賃金・労働条件等）

特にない

%

人材の紹介など高齢者との

マッチングの場の提供

セミナーの開催など

教育訓練機会の提供

賃金に対する助成

 

・ 「賃金の助成」に続いて、「人材の紹介など高齢者とのマッチングの場の提供」や「雇用に関するノ

ウハウの提供」となっています。 

・ 特に、「現在は高齢者を雇用していないが、今後、雇用を拡大していきたい」という企業では、「賃金

に対する助成」に続いて、「人材の紹介など高齢者とのマッチングの場の提供」、「雇用に関するノウ

ハウの提供」の回答が多く見られました。（クロス集計） 


